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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像に含まれる認識対象を検出する認識処理を行う複数の画像認識手段にテスト用の画
像データを送出する送出手段と、
　前記テスト用の画像データにおいて認識されるべき対象の領域を設定する設定手段と、
　前記複数の画像認識手段から各々得られる複数の認識結果を、前記設定手段により設定
された前記認識されるべき対象の領域と比較して評価し、該評価に基づいて前記複数の画
像認識手段の１つを選択する評価手段と、
を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　画像に含まれる認識対象を検出する認識処理を行って複数の認識結果を得ることが可能
な画像認識手段にテスト用の画像データを送出する送出手段と、
　前記テスト用の画像データにおいて認識されるべき対象の領域を設定する設定手段と、
　前記画像認識手段から得られる複数の認識結果を、前記設定手段により設定された前記
認識されるべき対象の領域と比較して評価し、該評価に基づいて前記複数の画像認識結果
の１つを選択する評価手段と、
を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　前記評価手段は、前記複数の認識結果と前記認識されるべき対象の領域との一致及び不
一致を評価することを特徴とする請求項１又は２記載の情報処理装置。
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【請求項４】
　前記設定手段は、前記認識されるべき対象の領域を所定の形状を用いて範囲指定する指
定手段を備えることを特徴とする請求項３記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記指定手段により前記認識されるべき対象の領域を範囲指定する際に用いる形状は、
矩形、楕円形、円形、前記認識されるべき対象に合わせた形状のいずれかを含むことを特
徴とする請求項４記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記画像認識手段は、前記情報処理装置に対しネットワークを介して通信可能に接続さ
れる構成、前記情報処理装置に装備される構成のいずれかであることを特徴とする請求項
１又は２記載の情報処理装置。
【請求項７】
　画像に含まれる認識対象を検出する認識処理を行う複数の画像認識手段を有する情報処
理装置の制御方法において、
　前記複数の画像認識手段にテスト用の画像データを送出する送出ステップと、
　前記テスト用の画像データにおいて認識されるべき対象の領域を設定する設定ステップ
と、
　前記複数の画像認識手段から各々得られる複数の認識結果を、前記設定ステップにより
設定された前記認識されるべき対象の領域と比較して評価し、該評価に基づいて前記複数
の画像認識手段の１つを選択する評価ステップと、
を有することを特徴とする制御方法。
【請求項８】
　画像に含まれる認識対象を検出する認識処理を行って複数の認識結果を得ることが可能
な画像認識手段を有する情報処理装置の制御方法において、
　前記複数の画像認識手段にテスト用の画像データを送出する送出ステップと、
　前記テスト用の画像データにおいて認識されるべき対象の領域を設定する設定ステップ
と、
　前記画像認識手段から得られる複数の認識結果を、前記設定ステップにより設定された
前記認識されるべき対象の領域と比較して評価し、該評価に基づいて前記複数の画像認識
結果の１つを選択する評価ステップと、
を有することを特徴とする制御方法。
【請求項９】
　請求項７又は８記載の情報処理装置の制御方法をコンピュータに実行させるためのコン
ピュータで読み取り可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像の認識結果を評価する情報処理装置、制御方法、及びプログラムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば撮影した画像などの画像認識（被写体である人物の顔等の判別）を行う画
像認識装置がある。一般的に複数の異なる画像認識装置の各々の機能を比較すると、認識
対象が同じ場合でも、認識対象の画像の画質／解像度／サイズ／向き等の諸条件で得意や
不得意がある。即ち、各々の画像認識装置の認識精度が認識対象によって異なるため、各
々の画像認識装置により得られる認識結果は異なる。そのため、認識対象の画像と認識目
的に応じて、認識精度が異なる複数の画像認識装置から認識目的に適合する画像認識装置
を選択する必要がある。
【０００３】
　上記の点から、認識目的に適合する画像認識装置を選択する手法に関する技術が提案さ
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れている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１記載の技術は、文書画像認識システム
における入力画像の分析結果に応じて、複数の異なる画像（文字）認識装置から認識目的
に適合する画像（文字）認識装置を選択する手法である。入力画像の分析においては、入
力画像が表形式の画像か、或いは文書形式の画像か、或いは何ポイントの文字かを調べて
いる。
【特許文献１】特開２００２－２７９３４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に例示されるような画像認識システムでは、管理装置が予め
複数の画像認識装置の特性を把握している必要がある。そのため、画像認識装置の学習や
バージョンアップによって認識精度や特性が変わった場合に、管理装置では認識精度や特
性に追従することが難しい。また、管理装置側で予め複数の画像認識装置の特性を把握し
ていたとしても、実際に利用者が使用する認識対象の画像や条件に即した特性であるとは
限らない。これらの点は、複数の画像認識装置から認識目的に適合する画像認識装置を選
択することを一層難しくさせているという課題がある。
【０００５】
　本発明の目的は、複数の画像認識手段の中から利用者にとって認識目的に適合する画像
認識手段を選択することを可能とした情報処理装置、制御方法、及びプログラムを提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の目的を達成するために、本発明の情報処理装置は、画像に含まれる認識対象を検
出する認識処理を行う複数の画像認識手段にテスト用の画像データを送出する送出手段と
、前記テスト用の画像データにおいて認識されるべき対象の領域を設定する設定手段と、
前記複数の画像認識手段から各々得られる複数の認識結果を、前記設定手段により設定さ
れた前記認識されるべき対象の領域と比較して評価し、該評価に基づいて前記複数の画像
認識手段の１つを選択する評価手段と、を備えることを特徴とする。
　上述の目的を達成するために、本発明の情報処理装置は、画像に含まれる認識対象を検
出する認識処理を行って複数の認識結果を得ることが可能な画像認識手段にテスト用の画
像データを送出する送出手段と、前記テスト用の画像データにおいて認識されるべき対象
の領域を設定する設定手段と、前記画像認識手段から得られる複数の認識結果を、前記設
定手段により設定された前記認識されるべき対象の領域と比較して評価し、該評価に基づ
いて前記複数の画像認識結果の１つを選択する評価手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、複数の画像認識手段から各々得られる複数の認識結果から評価条件に
適合する認識結果を得た画像認識手段を選択する。これにより、複数の画像認識手段の中
から利用者にとって認識目的に適合する画像認識手段を選択することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【０００９】
　図１は、本発明の実施の形態に係る画像認識システムの構成例を示す概念図である。
【００１０】
　図１において、画像認識システムは、テスト端末１０１、画像認識サーバ１・１１１、
画像認識サーバ２・１１２、画像認識サーバ３・１１３をネットワーク１０２を介して通
信可能に接続した構成を有する。以後、画像認識サーバ１・１１１、画像認識サーバ２・
１１２、画像認識サーバ３・１１３を、それぞれ、画像認識サーバ１１１、画像認識サー
バ１１２、画像認識サーバ１１３と表記する。
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【００１１】
　本実施の形態では、画像認識サーバを３台設置した場合を例に挙げるものとするが、画
像認識サーバの設置台数は適宜変更可能である。また、テスト端末１０１、画像認識サー
バ１１１～１１３は、複数のネットワークに接続される構成でも構わない。この場合、テ
スト端末１０１、画像認識サーバ１１１～１１３は、通信相手を特定して通信できればよ
い。また、ネットワーク１０２は、ＬＡＮ或いはＷＡＮのようなＩＰ（Internet Protoco
l）通信網を想定しているが、専用の通信網等、映像や音声を通信するために十分な回線
が確保できればどのような通信媒体でも構わない。
【００１２】
　テスト端末１０１は、例えば情報処理装置として構成されており、ネットワーク１０２
を介して画像認識サーバ１１１～１１３との間で通信を行う。テスト端末１０１は、画像
認識サーバ１１１～１１３に対しテストデータを送信して認識結果を取得する機能、テス
トデータの認識結果を評価するための評価条件を設定する機能、設定した評価条件に基づ
いてテストデータの認識結果を評価する機能を有する。
【００１３】
　画像認識サーバ１１１～１１３は、テスト端末１０１から送信されるテストデータであ
る画像データ（例えば動画（映像）データ或いは静止画データ）に含まれる認識対象の認
識及び弁別を行う。画像認識サーバ１１１～１１３は、画像データが人物を撮影した写真
を示す画像データの場合は、人物の顔の検出、顔の弁別、男女の判別、年齢の判別を行う
画像認識サービスを利用者に提供する。尚、画像データは文字画像データでもよく、画像
認識サーバ１１１～１１３は文字認識サービスを提供するサーバであってもよい。
【００１４】
　本実施の形態では、上記のように認識対象画像として例えば人物の撮影画像（写真）を
想定しており、撮影画像に対して画像認識を行う。また、本実施の形態では、画像認識サ
ーバ１１１～１１３は各々特性が異なる画像認識アルゴリズムを有する場合を例に挙げ説
明する。例えば同じ顔検出であっても、正面画像のみに対応した顔検出、横向き画像でも
認識できる顔検出、顔が小さくしか写っていない画像に対応した顔検出、低解像度の画像
に対応する顔検出のように特性が異なるものがありうる。本実施の形態では、このような
特性が異なる場合にも画像認識が可能である。
【００１５】
　図２は、画像認識システムのテスト端末及び画像認識サーバの詳細構成を示すブロック
図である。尚、図２に示す構成は、本発明の送出手段、設定手段、評価手段、指定手段を
実現するための一例である。また、図３（ａ）は、テスト画像、図３（ｂ）は、期待する
認識結果、図３（ｃ）、図３（ｄ）、図３（ｅ）、図３（ｆ）は、各々の画像認識部の認
識結果を示す図である。
【００１６】
　図２において、テスト端末１０１は、テストデータ入力部２０１、テストデータ送信制
御部２０２、通信部２０３、入力部２０４、評価条件設定部２０５、表示部２０６、評価
部２０７、認識結果蓄積部２０８を備えている。画像認識サーバ１１１には、通信部２１
１、画像認識部１・２１２が実装されている。画像認識サーバ１１２には、通信部２２１
、画像認識部２・２２２、画像認識部３・２２３が実装されている。画像認識サーバ１１
３には、通信部２３１、画像認識部４・２３２が実装されている。
【００１７】
　テスト端末１０１の通信部２０３は、ネットワーク１０２を介して画像認識サーバ１１
１～１１３との間でデータの送受信を行う。画像認識サーバ１１１～１１３の各々の通信
部は、ネットワーク１０２を介してテスト端末１０１との間でデータの送受信を行う。画
像認識サーバ１１１～１１３の各々の画像認識部は、画像に含まれる認識対象を検出（認
識、弁別、判別を含む）する認識処理を行う。以後、画像認識部１・２１２、画像認識部
２・２２２、画像認識部３・２２３、画像認識部４・２３２を、それぞれ、画像認識部２
１２、画像認識部２２２、画像認識部２２３、画像認識部２３２と表記する。
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【００１８】
　テスト端末１０１において、テストデータ入力部２０１は、利用者がテスト用の画像デ
ータ（テストデータ）を入力する際に用いる。テストデータ入力部２０１は、入力された
テストデータをテストデータ送信制御部２０２に出力する。テストデータ送信制御部２０
２（送出手段）は、テストデータを通信部２０３及びネットワーク１０２を介して画像認
識サーバ１１１～１１３に送信する。評価条件設定部２０５（設定手段）は、画像認識サ
ーバ１１１～１１３による画像の認識結果を評価するための評価条件を利用者からの入力
に基づき設定するものであり、設定した評価条件を評価部２０７に出力する。
【００１９】
　入力部２０４は、利用者が表示部２０６に表示された画像に対して操作（例えば人物の
顔位置を囲む等の操作）や、テストデータの認識結果に対する評価条件の入力を行うため
のユーザインタフェース（例えばマウスやキーボード）である。入力部２０４（指定手段
）は、利用者の操作に対応する情報や、入力された評価条件を評価条件設定部２０５に出
力する。認識結果蓄積部２０８は、画像認識サーバ１１１～１１３からネットワーク１０
２及び通信部２０３を介して送信されてくる認識結果を蓄積する。
【００２０】
　評価部２０７（評価手段）は、認識結果蓄積部２０８に蓄積された認識結果を、評価条
件設定部２０５により設定された評価条件に基づき評価し、その評価結果を表示部２０６
に出力する。換言すれば、評価部２０７は、複数の画像認識部から各々得られる複数の認
識結果から評価条件に適合する認識結果を得た画像認識部を選択する。表示部２０６は、
利用者が評価条件を設定するためのＧＵＩ（Graphical User Interface）の表示、評価結
果の表示などを行う。尚、テスト端末１０１に装備されているＣＰＵ（不図示）は、制御
プログラムに基づき後述の図４のフローチャートに示す処理を実行する。
【００２１】
　「評価条件」とは、利用者が画像認識サーバ１１１～１１３の各々の画像認識部に期待
する認識結果と、実際の認識結果と期待する認識結果を比較するための判定条件と、を組
み合わせたものである。「期待する認識結果」とは、各々の画像認識部の画像認識処理で
得られる認識結果に対して、利用者が期待する結果である。各々の画像認識部から認識結
果として検出位置をテスト端末１０１に返信する場合、検出位置の例としては図３（ｂ）
に示すものがある。図３（ｂ）に示す期待する認識結果３１０では、利用者が期待する認
識対象（人物の顔位置）が矩形部で範囲指定されている。
【００２２】
　本実施の形態では、認識対象を範囲指定する形状として矩形を例に挙げているが、楕円
形、円形、或いは認識対象に合わせた形状など、任意の形状を用いてよい。即ち、検出位
置がどの範囲に属するものであるかを判断できる範囲指定が可能であればよい。例えば人
物の顔が並ぶ集合写真では、範囲指定する形状を、矩形よりも円形、円形よりも物体形状
とした方が精度高く評価できる。また、一般的に形状が複雑になると指定範囲内と判断す
るための計算やデータ量が増えるため、利用者の要求に応じて形状を決めた方がよい。
【００２３】
　「判定条件」とは、上記の通り、期待する認識結果と実際の認識結果とを比較するため
の条件である。例えば期待する認識結果として検出位置が矩形で範囲指定されている場合
、画像認識部から送信された検出位置が指定範囲の内側か外側かを調べて数えた結果、指
定範囲の内側を検出した数が最も多い画像認識部を画像認識に適すると判定する。また、
他の例としては以下の方法が考えられる。ある指定範囲の内側に検出位置が２個以上検出
された場合は、その指定範囲内の検出数を１個としてカウントし、指定範囲の内側を検出
した数が最も多い画像認識部を画像認識に適すると判定する。
【００２４】
　次に、上記構成を有する本実施の形態の画像認識システムの動作を図２及び図３を参照
しながら説明する。
【００２５】
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　最初に、利用者は画像認識サーバ１１１～１１３の各々の画像認識部に認識させるテス
ト用の画像データ（テストデータ）を準備し、テスト端末１０１のテストデータ入力部２
０１から入力する。更に、テストデータの認識結果に対する評価条件を入力部２０４から
入力し、評価条件設定部２０５に設定する。本実施の形態では、図３（ａ）に示すテスト
画像３００をテストデータとして準備したものとする。テスト画像３００は、手前に４人
と奥に３人の人物が映っており更に背景も含む写真画像である。
【００２６】
　利用者が評価条件設定部２０５に設定した評価条件は、期待する認識結果としてテスト
画像３００中の例えば手前の４人の人物の顔だけを検出することとする。また、判定条件
は、期待する認識結果（顔位置）の他に顔を誤検出しないこととする。そこで、利用者は
期待する認識結果の情報を作成するため、表示部２０６に表示されたテスト画像３００を
見ながら（図３（ａ））、入力部２０４（マウス）を用いて期待する認識結果（顔位置）
を矩形で囲む操作を行う（図３（ｂ））。
【００２７】
　次に、利用者は評価条件設定部２０５で実際の認識結果と期待する認識結果とを比較す
るための判定条件を、入力部２０４を用いて設定する。判定条件としては以下の例が考え
られる。評価部２０７は、例えば人物の顔位置が期待する認識結果３１０において矩形の
指定範囲内で検出されている場合はカウント値を上げ、期待する認識結果３１０において
矩形の指定範囲外で検出されている場合はカウント値を下げる計算を行う。評価部２０７
は、カウント値が最も多い認識結果を送信してきた画像認識部を画像認識に適すると判断
する。
【００２８】
　認識対象の認識結果が矩形の指定範囲内で検出されたと判定する方法としては以下の方
法が考えられる。例えば認識対象の認識結果が点座標で表現される場合で且つ点座標が矩
形の指定範囲内に存在する場合に、認識結果が矩形の指定範囲内であると判定する方法が
ある。また、例えば認識対象の認識結果が矩形である場合で且つ実際の認識結果の矩形と
期待する認識結果の矩形の重なりが一定以上ある場合に、認識結果が矩形の指定範囲内で
あると判定する方法もある。
【００２９】
　判定条件を設定する方法としては以下の方法が考えられる。例えば予め用意されている
複数の判定条件のリストから利用者が入力部２０４を用いて所望の判定条件を選択するこ
とで、判定条件を設定する方法がある。また、例えば判定条件を詳細に記述したプログラ
ムを作成することで、判定条件を設定する方法がある。判定条件は、画像の認識結果を定
量的に評価できればどのような手段でも構わない。
【００３０】
　評価条件は、評価条件設定部２０５から評価部２０７に伝えられる。評価部２０７は、
画像認識サーバ１１１～１１３の各々の画像認識部から認識結果が送信されてくるのを待
つことになる。評価条件設定部２０５で評価条件の設定が完了した後、テストデータ送信
制御部２０２は、テスト画像３００を通信部２０３及びネットワーク１０２を介して複数
の画像認識サーバの各々の画像認識部に送信する。テスト端末１０１からテスト画像３０
０を受信した各々の画像認識部は、画像認識処理を実行し、得られた認識結果を各々の通
信部及びネットワーク１０２を介してテスト端末１０１に返信する。
【００３１】
　テスト端末１０１は、各々の画像認識部から返信された認識結果を認識結果蓄積部２０
８に蓄積する。この場合、画像認識部２１２はテスト画像３００に対して図３（ｃ）の認
識結果３２０（顔位置）を検出したものとする。同様に、画像認識部２２２は図３（ｄ）
の認識結果３３０、画像認識部２２３は図３（ｅ）の認識結果３４０、画像認識部２３２
は図３（ｆ）の認識結果３５０を各々検出したものとする。評価部２０７は、各々の認識
結果３２０、３３０、３４０、３５０で示す矩形と、期待する認識結果３１０の矩形とが
重なっている場合、矩形の指定範囲内の検出であると判定している。
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【００３２】
　まず、図３（ｃ）の認識結果３２０では、手前の４人の人物の顔を矩形内に検出できて
いるが背景を顔として誤検出してしまっている。また、図３（ｄ）の認識結果３３０では
、人物の顔の大小に関わらず顔が全て検出されている。また、図３（ｅ）の認識結果３４
０では、人物の一定サイズ以上の大きい顔だけが検出（手前の４人の人物の顔のみが検出
）されている。また、図３（ｆ）の認識結果３５０では、人物の一定サイズ以下の小さい
顔だけが検出（後方の３人の人物の顔のみが検出）されている。
【００３３】
　画像認識サーバ１１１～１１３の各々の画像認識部から返信される認識結果は以下のよ
うに評価されるとする。即ち、評価部２０７により期待する認識結果３１０を基に指定さ
れた矩形（指定範囲）内の顔検出であればカウント値を１上げ、指定された矩形（指定範
囲）外の顔検出であればカウント値を１下げる手法で評価されるとする。
【００３４】
　認識結果３２０では、指定された矩形内が４箇所全て検出されているが、指定された矩
形ではない矩形（家屋）も１箇所検出されているためカウント値は３となる。また、認識
結果３３０では、指定された矩形内が４箇所全て検出されているが、指定された矩形では
ない矩形（後方の人物の顔）も３箇所検出されているためカウント値は１となる。また、
認識結果３４０では、指定された矩形内が４箇所全て検出されており指定された矩形では
ない矩形の検出はないためカウント値は４となる。また、認識結果３５０では、指定され
た矩形内は検出されず、指定された矩形ではない矩形（後方の人物の顔）のみ３箇所検出
されているためカウント値は－３となる。
【００３５】
　評価部２０７は、認識結果３２０～認識結果３５０について計算した上記カウント値に
基づき、認識結果３２０～認識結果３５０の中で認識結果３４０が評価条件に最も合致し
ていると判定する。評価部２０７は、判定した評価結果に基づいた表示を行うよう表示部
２０６に指示する。これにより、表示部２０６には、評価部２０７による評価結果が表示
される。
【００３６】
　以上、画像認識システムのテスト端末１０１及び画像認識サーバ１１１～１１３の各々
の画像認識部の動作について図２及び図３に基づき説明したが、更に、テスト端末１０１
で行う処理の流れについて図４のフローチャートに基づき説明する。
【００３７】
　図４は、テスト端末１０１における認識結果評価処理を示すフローチャートである。
【００３８】
　図４において、利用者がテスト端末１０１のテストデータ入力部２０１からテストデー
タを入力すると、テストデータ入力部２０１は、テストデータをテストデータ送信制御部
２０２に出力する（ステップＳ４０１）。次に、利用者が入力部２０４から期待する認識
結果に関する情報と判定条件（認識結果と期待する認識結果とを比較する条件）を、評価
条件として入力すると、入力部２０４は、評価条件を評価条件設定部２０５に出力する。
これにより、評価条件設定部２０５は、利用者から入力された評価条件を設定する（ステ
ップＳ４０２）。
【００３９】
　次に、テストデータ送信制御部２０２は、テストデータを通信部２０３及びネットワー
ク１０２を介して画像認識サーバ１１１～１１３の各々の画像認識部に対して送信する（
ステップＳ４０３）。次に、通信部２０３は、各々の画像認識部からネットワーク１０２
を介して返信される画像認識処理された認識結果を受信し、認識結果蓄積部２０８は、受
信した認識結果を保存する（ステップＳ４０４）。次に、評価部２０７は、認識結果蓄積
部２０８に保存されている認識結果をステップ４０２で設定した評価条件に従って評価し
、評価条件に適合する認識結果を返信した画像認識部を選択する（ステップＳ４０５）。
【００４０】
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　本実施の形態では、利用者がテストデータと評価条件を準備し作成する場合を例に挙げ
ているが、これに限定されるものではない。画像認識システムの提供者側が予め複数のテ
ストデータのパターンを作成して利用者に提供してもよい。この場合、利用者が画像認識
させたい入力画像と似ているテストデータを予め用意された複数のテストデータから選択
するようにしてもよい。また、画像認識システムの提供者側が入力画像と似ているテスト
データを選択する手段を類似画像の検索技術を使用してテスト端末１０１に自動的に送信
してもよい。
【００４１】
　また、テストデータ送信制御部２０２によるテストデータの送信は、評価条件設定部２
０５で評価条件の設定が完了した後でなくてもよい。また、画像認識部による画像認識処
理中に評価条件設定部２０５で評価条件を設定することも可能である。また、評価条件の
設定中に画像認識部からテスト端末１０１に出力された認識結果は、評価条件の設定が完
了するまで画像認識部または評価部２０７で一時的に蓄えておいてもよい。
【００４２】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、複数の画像認識部の特性を熟知していな
い場合でも評価条件に適合する画像認識部を選択することができるようになる。特に、画
像認識部の誤検出を減らすために画像認識アルゴリズムが改良された場合や、学習等で認
識精度や認識処理の速度が時々刻々と変化している場合であっても、最新の複数の画像認
識部の中から評価条件に適合する画像認識部を選択することができる。
【００４３】
　即ち、複数の画像認識部にテストデータを送信すると共に各々の画像認識部から返信さ
れた認識結果を、指定された評価条件により評価することで、複数の画像認識部を比較し
、最も評価の高い画像認識部を選択する。これにより、複数の画像認識部の中から利用者
にとって評価条件に適合する、即ち、認識目的に適合する画像認識部を選択することが可
能となる。
【００４４】
　〔他の実施の形態〕
　上記実施の形態では、テスト端末にネットワークにより複数の画像認識サーバを接続し
、テスト端末がテストデータ及び評価条件の作成を行うと共に各々の画像認識部からの認
識結果を評価条件を基に評価する構成を例に挙げたが、これに限定されるものではない。
単一の装置がテスト端末の機能と複数の画像認識部の機能を備え、単一の装置においてテ
ストデータ及び評価条件の作成と画像認識処理と認識結果の評価を行う構成としてもよい
。本変形例においても上記実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００４５】
　上記実施の形態では、複数の画像認識部を設置した構成を例に挙げたが、これに限定さ
れるものではない。複数の認識結果を得ることが可能な単一の画像認識部を設置し、画像
認識部のパラメータの設定を切り替える構成としてもよい。パラメータの設定とは、例え
ば人物の顔として大人と子供を区別して検出する際などに検出条件を細かくする設定であ
る。この場合も画像認識部が複数設置されている場合と同様にテスト端末からテストデー
タを画像認識部に送信して複数の認識結果を得ることができる。そして、複数の認識結果
から評価条件に適合する認識結果を選択する。
【００４６】
　この手法では１つの画像認識部のパラメータ設定を切り替える毎にテストデータを送信
する必要がある。尚、パラメータ設定の切り替えにより特性が変わる画像認識部と切り替
えがない画像認識部は混在していてもよいし、パラメータ設定の異なる画像認識部が並列
に処理できるように複数存在していてもよい。本変形例においても上記実施の形態と同様
の効果を得ることができる。
【００４７】
　また、本発明の目的は、以下の処理を実行することによって達成される。即ち、上述し
た実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記録した記憶媒体を、シ
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ステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ(又はＣＰＵやＭＰ
Ｕ等)が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出す処理である。
【００４８】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施の形態の機
能を実現することになり、そのプログラムコード及び該プログラムコードを記憶した記憶
媒体は本発明を構成することになる。
【００４９】
　また、プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、次のものを用いることが
できる。例えば、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク、光磁気ディスク、
ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷ
、ＤＶＤ＋ＲＷ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等である。または、プロ
グラムコードをネットワークを介してダウンロードしてもよい。
【００５０】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することによって、上記実施
の形態の機能が実現される場合も本発明に含まれる。加えて、そのプログラムコードの指
示に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際
の処理の一部または全部を行い、その処理により前述した実施形態の機能が実現される場
合も含まれる。
【００５１】
　更に、前述した実施形態の機能が以下の処理によって実現される場合も本発明に含まれ
る。即ち、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
る。その後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニ
ットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行う場合である。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像認識システムの構成例を示す概念図である。
【図２】画像認識システムのテスト端末及び画像認識サーバの詳細構成を示すブロック図
である。
【図３】（ａ）は、テスト画像、（ｂ）は、期待する認識結果、（ｃ）、（ｄ）、（ｅ）
、（ｆ）は、各々の画像認識部の認識結果を示す図である。
【図４】テスト端末における認識結果評価処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００５３】
　１０１　テスト端末
　１０２　ネットワーク
　１１１、１１２、１１３　画像認識サーバ
　２０１　テストデータ入力部
　２０２　テストデータ送信制御部
　２０３、２１１、２２１、２３１　通信部
　２０４　入力部
　２０５　評価条件設定部
　２０６　表示部
　２０７　評価部
　２０８　認識結果蓄積部
　２１２　画像認識部１
　２２２　画像認識部２
　２２３　画像認識部３
　２３２　画像認識部４
　３００　テスト画像
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　３１０　期待する認識結果
　３２０　画像認識部１の認識結果
　３３０　画像認識部２の認識結果
　３４０　画像認識部３の認識結果
　３５０　画像認識部４の認識結果

【図１】 【図２】
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